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民
主
化
が
進
展
し
、
安
定
し
た
経
済
成
長

を
続
け
て
い
る
中
南
米
地
域
。
33
カ
国
か
ら

な
る
こ
の
地
域
の
人
口
（
２
０
０
８
年
、
以

下
同
じ
）
は
５
億
６
６
０
０
万
人
。
近
年
の

経
済
成
長
率
は
２
・
５
％
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）〜
９
・
８
％
（
ペ
ル
ー
）
と

高
く
、
域
内
総
生
産
は
５
年
前
の
倍
に
当
た

る
４
兆
２
１
６
０
万
ド
ル
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
３
倍
近
い
規
模
だ
。

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
を
支
え
て
い
る
の
は
、

こ
の
地
域
に
豊
富
に
存
在
す
る
「
天
然
資
源
」

や
「
肥
沃
な
大
地
」。
石
油
や
鉄
鉱
石
、
レ
ア

メ
タ
ル
と
い
っ
た
鉱
物
資
源
か
ら
、
大
豆
を

は
じ
め
、
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
食

料
ま
で
、
中
南
米
地
域
は
経
済
活
動
に
不
可

欠
な
資
源
の
宝
庫
だ
。
特
に
人
口
増
加
や
中

国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
成
長
を
背
景

に
、
こ
う
し
た
〝
資
源
の
供
給
地
〞
と
し
て

の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

今
で
こ
そ
、
安
定
し
た
成
長
を
遂
げ
て
い

る
中
南
米
諸
国
だ
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

「
失
わ
れ
た
10
年
」
と
称
さ
れ
た
１
９
８
０
年

代
、
こ
の
地
域
は
累
積
債
務
が
肥
大
化
し
深

刻
な
不
況
に
陥
っ
た
。
し
か
し
90
年
以
降
、

多
く
の
国
が
自
由
経
済
路
線
に
切
り
替
え
次

第
に
回
復
に
向
か
う
と
、
安
定
し
た
成
長
が

続
い
た
。
08
年
末
の
世
界
金
融
危
機
に
よ
っ

て
経
済
成
長
は
鈍
化
・
停
滞
し
た
が
、
そ
れ

経
済
成
長
の
影
に
潜
む
課
題

か
ら
２
年
余
り
が
経
過
し
た
現
在
は
、
輸
出

や
国
内
消
費
の
伸
び
に
後
押
し
さ
れ
、
今
後

の
成
長
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
好
調
な
経
済
に
あ
っ
て
、
中
南

米
が
抱
え
る
課
題
も
多
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
所
得
水
準
が

比
較
的
高
い
国
が
増
え
た
一
方
で
、
ハ
イ
チ

な
ど
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国
民
総
所
得
）
が

１
０
０
０
ド
ル
に
満
た
な
い
貧
し
い
国
も
あ

り
、
域
内
格
差
は
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
国
内
で
は
都
市
と
農
村
の
地
域
間
格
差
や

農
村
・
山
岳
部
の
貧
困
、
貧
困
に
起
因
し
た

麻
薬
犯
罪
・
テ
ロ
と
い
っ
た
問
題
が
横
た
わ

る
。

　

さ
ら
に
、
一
次
産
品
の
生
産
と
輸
出
に
大

き
く
依
存
す
る
南
米
諸
国
の
経
済
は
、
世
界

経
済
や
市
場
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。

気
候
変
動
や
環
境
破
壊
な
ど
に
よ
り
、
ア
マ

ゾ
ン
の
広
大
な
熱
帯
雨
林
を
は
じ
め
と
す
る

豊
か
な
自
然
や
生
態
系
が
驚
異
的
な
ス
ピ
ー

ド
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
深
刻
な
課
題
だ
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、「
人
間
の
安
全
保
障
の
視
点
を
踏
ま
え
た

貧
困
層
支
援
」「
持
続
的
経
済
成
長
に
向
け
た

基
盤
整
備
」「
気
候
変
動
対
策
、
環
境
保
全
・

改
善
」
を
柱
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
経
済
成

長
に
伴
い
、
各
国
自
身
の
開
発
に
対
す
る
取

り
組
み
は
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ

貧
富
の
格
差
や
貧
困
、
環
境
・
気
候
変
動
問

題
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
国
が
多
い
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
人
口
・
国
土
・Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

な
ど
が
小
規
模
な
国
が
多
い
中
米
地
域
で
は
、

共
通
の
開
発
課
題
に
対
し
地
域
単
位
で
支
援

す
る
「
広
域
協
力
」
を
、
歴
史
的
な
結
び
付

き
が
強
い
南
米
で
は
、
産
業
育
成
や
貿
易
振

興
、
投
資
環
境
整
備
な
ど
を
通
じ
た
「
さ
ら

豊富な天然資源と肥沃な大地からの恵みに支えられ、
安定した発展を続ける中南米地域。

地球の反対側に位置し、日本からははるか遠い地域だが、
貿易の拡大などにより、経済的なつながりは深まっている。

日本にとっても重要なこの中南米地域の持続的な成長を目指し、
現在、ＪＩＣＡの協力が進められている。

な
る
関
係
強
化
」
を
推
進
。
協
力
分
野
は
、

教
育
、
保
健
医
療
、
防
災
・
緊
急
支
援
、
企

業
支
援
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
環
境
・
気
候
変
動
、

三
角
協
力
な
ど
幅
広
い
。

　

中
南
米
地
域
の
持
続
的
な
成
長
を
後
押
し

す
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
重
要
だ
。

例
え
ば
、
鉄
鉱
石
や
銅
な
ど
の
鉱
物
資
源
、

石
油
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
大
豆
や

肉
・
魚
介
類
な
ど
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
食
料

…
。
私
た
ち
が
生
き
る
上
で
不
可
欠
な
こ
れ

ら
多
く
の
も
の
が
中
南
米
地
域
か
ら
輸
入
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

他
方
で
、
数
多
く
の
工
業
製
品
を
中
南
米
地

域
に
輸
出
、
日
系
企
業
の
進
出
数
も
年
々
伸

び
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
相
互
の
結
び
付

き
が
強
く
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

移
住
者
や
日
系
人
の
功
績
、
長
年
の
協
力

実
績
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
に
厚
い
信
頼
と

期
待
を
寄
せ
る
中
南
米
諸
国
。
今
ま
さ
に
、

こ
の
地
域
と
の
関
係
強
化
、
安
定
・
発
展
に

向
け
た
さ
ら
な
る
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

支え合う
中南米と日本「三角協力」は、ある途上国が別の途上国に対して行う国際

協力（「南南協力」）を先進国が技術・資金・人材面でサポー
トすること。文化や言葉、気候など共通点が多い途上国同
士の協力は、その国にふさわしい“適正技術が移転”されるこ
とから、日本など先進国にとってはより効率的な支援が可能
となる。メキシコ、ブラジル、チリ、アルゼンチンなど、中南米諸
国の中には長年にわたる日本の協力の実績が実を結び、よ
り貧困度の高い周辺国への協力を始めた国もある。そこでＪＩ
ＣＡは、中南米地域の支援方法の一つとして、こうした国 と々
パートナーシップを結び、「三角協力」を推進している。近年
は、「日伯パートナーシップ」のようにアフリカへの三角協力を
展開するなど、地域を超えた取り組みも生まれている。
＞事例はp12「日伯の知見を世界へ」。

column 中南米支援の特長「三角協力」

広
が
る
関
係

特集 中南米と日本のきずな

実る成果─広がる関係
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大豆（2007年）　
全世界の52.3％（1億1,371万トン）

コーヒー豆（2009年）
輸入総量3億9,000万トン

銅鉱石（2009年）
輸入総量478万トン
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輸出入額

輸出
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■中南米への依存度（輸入量）

■食料の生産量

■中南米 過去10年の経済成長率
　 （平均、1998～2008年）

■対中南米 輸出入額の推移（1979～2009年）

出典： UNDATA（data.un.org/）

■進む域内経済統合（2010年8月現在）
域内経済統合の進展とともに、中南米諸国は域内の
共通課題に対する取り組みも強化している。

出典： UNDATA（data.un.org/）

参考： 世界銀行／World Development Indicators 2010

※ドミニカ共和国は除く。
　ベリーズを含む。

出典：財務省貿易統計

出典：財務省貿易統計

出典：FAO/FAOSTAT
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その他
36.7％




